
[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

会社名　株式会社　久和建創

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿(管理型)

1溜め立てた産業廃棄物の種類及び数量[規十二条の七の二八ィ､規十二条の七の五七イ]

平成23年度 

対象期間:平成23年4月1日～平成24年3月31日

種類 兌ﾙ�ﾃ#9D��劔劔平成24年 劍ﾘxﾇb�
4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��ー2月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��

燃え殻 ����vｶr� ��"�#vｶr�22.27kg �#b���ｶr�10.89kg �3ゅシｶr�22.72kg �?｢經Vｶr� �� ��CR緜6ｶr�

汚泥 �� ����6ｶr� ��0.07kg �� �� �� ���&ｶr�

廃油(タールピッチ類に限るo) �� �� �� �� �� �� 霧r�

廃プラスチック類 ���#vｶr�0.47kg �2縱�ｶr�0.221kg �2紊吐ｶr�1.576kg ���3�r�0.59kg �"經�ｶr� �� ��2�#�6ｶr�

紙くず �� �� �� �� �� �� 啖ｶr�

木くず �� �� �� �� �� �� 霧r�

繊維くず �� �� �� �� �� �� 霧r�

勤植物性残さ �� �� �� �� �� �� 霧r�

動物系固形不要物 �� �� �� �� �� �� 霧r�

ゴムくず �� �� �� �� �� �� 霧r�

金属くず �� �� �� �� �� �� 霧r�

ガラスくず､コンクリートくず 及び陶磁器くず �#2��vｶr�ll.01kg ���緜霧r�8.45kg 迭�#�r�2.89kg �#B紊&ｶr�21.94kg �#R�3vｶr� �� ��32��&ｶr�

･鉱さい �� �� �� �� �� �� 霧r�

がれき類 �� �� �� �� �� �� 霧r�

動物のふん尿 �� �� �� �� �� �� 霧r�

動物の死体 �� �� �� �� �� �� 霧r�

ばいじん �� �� �� �� �� �� 霧r�

廃石綿等 �� �� �� �� �� �� 霧r�

処分するために処理したも の(13号廃棄物) �� �� �� �� �� �� 霧r�

その他() �� �� �� �� �� �� 霧r�

その他() �� �� �� �� �� �� 霧r�

その他() �� �� �� �� �� �� 霧r�

合計 �#B紊�ｶr�ll.48kg �#b縱霧r�30.941kg �3B縱ユｶr�15.426kg 田2緜Vｶr�45.25kg �3偵C6ｶr�kg 霧r�kg �#�"��c6ｶr�



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型](平成　23年　4月度)

対象期間:平成23年4月1日～平成23年4月30日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のニィ､ 規十二条の七の五七イ】

数量(単位)

燃え殻

汚痕
廃油(タールピッチ類に限る｡ )

廃プラスチック類

箪くず
木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物革固形不要物
ゴムくず

金属くず

ガラスくず､コンクリートくず及廷陸軍畢!ヂ_

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動物の死体
ばいじん

廃石綿等
処分するために処理したもの(1_3号凍寒卿

その他(　　　　　　　　　　　)

その他(　　　　　　　　　　　　)

( t　/月)

(　/月)

(一m_∠BJp

( t　/局)

(_-/__BJ

L __∠旦l

(　/月)

し_ /月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

( t　/局)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

. ..____(___∠旦ユ_

(　　/月)

Ll.∠即

(　/月)

残余容量(年度末時点)[規十二条の七のニハリ､ 規十二条の七の五セリ】

測定年月日
測定結果

平成23年3　月.31日

4.151,905　　　　　　　m3

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七のニハ二及びホ､規十二条の七の五七二及びホ]

採取日
採取場所

検査結果が得られた日

検査項目
検査結果

異状の有無

必要な措置を講じた年

月日とその内容※-

平成_年　月　_日

平成　里,月_早

帯._　無

平成一年　男　声_

平成　年　月　日

有･ _蘇_

軍勢年_旦__早

"平取一里｣L貝_

作成日:平成　　　年　　　月　　　日

維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ] 

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��5����下流 __平塵蔓r3年qIn5甲 平成23年4月28日 辻�

採取日 �����以��兌ﾙ�ﾃ#9D紿ﾈ��ｳY?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾉD霾��兌ﾙ�ﾃ#9D紿ﾈ�#�?｢�

膏東面直面簡百一一一~一一∽ 面亮画才示う窟豆…ー~~ー ��12.300 ��

4.000 

水素イオン濃度 �� 迭�"�

生物化学的酸素要求量 剴"���

化学的酸素要求量 剳����

浮遊物質量 剴ゅ"�

音義香春豆覇訂ー~ー~~ー 劒'鈔��ｸ�������

異状の有無 冲ﾉk2�有無 �ｨ耳��ﾘ耳耳爾�

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 ��

施設の点検[規十二条の七の二ハ口､八､へ､ト及び千､規 劍�?���,ﾈ�,ﾈﾍﾈ�?ｪIJｪH-b�6xｷ�-�6�ﾒ�

擁壁等 倆Y�X4r�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

平成23年4月一日 兌ﾙ�ﾃ#9D紿ﾈ��?｢�平成23年4月1日 兌ﾙ�ﾃ#9D紿ﾈ��?｢�平成年月日 

異状の有無 �r竏廝��~~~~看~.~@ ��x爾鑼r�育_.⑧ �u�ﾉk2�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉTﾈ�ｵ�8�����平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾅ�D霾�?｢�

※l　異状が認められた場合のみ記入すること｡ ※2いずれかを記載することo　※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型コ(平成　23年5月度)

対象期間:平成23年5月1日～平成23年5月31日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七の二ィ､規十二条の七の五七イ】

数量(単位)

燃え殻

汚泥
廃嘩(タールピty_f煩に限冬｡ )

廃プラスチック弊

紙くず

本くず

嘩碓くず
勤植物性残さ

動物系固形不要物
ゴムくず

金属くず

鵜えくず､コンク[).Tトくず及び晩竪琴iヂ

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動物の死体
ばいじん

廃石綿等
処分するために処理したもの(13号廃棄物)

その他(　　　　　　　　　　　　)

その他(　　　　　　　　　　　　)

その他(　　　　　　　　　)ー

I_ _　. (i/男)_

_(ー∠即
(　/月)

0.466　　　( t　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(ー　　/月1__

(　/月)

_I"_J　　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　　/月)

卜∴≦昌一;
(　/月)

(____ ∠旦)

(　/月)

残余容量(年度末時点)[規十二条の七のニハリ､規十二条の七の五セリ】

測定年月日
測定結果

平取23一年【3月_3_1_早

4.151,905　　　　　　　m3

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

穣飯場繭 �� ��

検査結果が得られた~白 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

検査項目 �� ��

検査結果 �� ��

暴状の有無 �r駝2�育.無 ��

必要な措置を講じた年 月日とその内容※1 �� 

作成日:平成　　年　　月　　　日

維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ]

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ��ｳ�?｢�平成23年5月10日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ���?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�3�?｢�平成23年5月30日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�3�?｢�

電気伝導率※2 塩化物イオン'X2 都途�7,200 ��

水素イオン濃度 �� 澱���

生物化学的酸素要求量 剪�

化学的酸素要求量 剴b絣�

浮遊物質量 剴r�

窒素含有量※3 剪ﾒ�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七のニハロ､八､へ.ト及びチ､規十二条の七の五七nJl^ト及びチ】

擁壁等 倆Y�X8R�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�)?｢�平成23年5月2日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�)?｢�平成23年5月2日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 亦���～盲~~~~~∴画一ー~ �r�*ﾙ~ﾂ��有.⑨ 冲ﾇ鈔駝2�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※' 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

※1異状が認められた場合のみ記入すること｡　※2　いずれかを記載すること｡　※3　環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



}lゴー7I

[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型](平成　23年　6月度)

対象期間:平成23年6月1日～平成23年6月30日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のこィ､規十二条の七の五七イ】

数量(単位)

燃え殻

汚泥

廃油(タールピッチ類に唄尋o )

廃プラスチック嘩

紙くず

木くず

轡維くず

郵植物性醍さー　__
動物系固形不要物
ゴムくず

金属くず

ガラスくず､コンクリ-卜くず及び喝軍器くず
鉱きい
がれき輯

動物のふん尿

動物の死体
ぽいじん

廃石綿等
処分するために処画したもの(i_3号褒豪邸

その他(　　　　　　　　　　　　)

その他(　　　　　　　　　　　　)

その他(　　　　　　　　　　　　)

1 2.270

0.130

4.431

( t　/月)

(　/月)

(　　/月)

( t　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

(　/月)

Ll_∠旦) __

(　　/月)

( _ー∠即

(　　/月)

(　/月)

( _.･.__∠尽し

(　/月)

(　/月)

残余容量(年度末時点)[規十二条の七の二ハリ､規十二条の七の五セリ]

測定年月日
測定結果

平鹿23年34.,号..93.15日　　　ms

4,151,905

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取日 捧Tﾉ�ﾅ�8ﾈ霾��平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

採取場所 �� ��

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

検査項目 �� ��

検査結果 �� ��

異状の有無 �r����育.無 ��

避寒な措置を講じた年 片宙とその内容※1 �� 

作成日:平成　　年　　　月　　　日

2-1_維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ繪?｢�平成23年6月8日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ繪I"�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ紵?｢�平成24年7月4日 兌ﾙ�ﾃ#ID繆ﾈ紵I"�

豪気高専面配～~~~一一一 唐花画面碗｢一一 塔�"�7,900 

水素イオン濃度 �� 釘ﾃ��

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

化学的酸素要求量 剴c��

浮遊物質量 剴3"�

窒素含有量※3 剪ﾒ�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七の=ハロ.八､へ､ト及び干､規十二条の七の五七日､八､へ､ト及びチ]

擁壁等 倆Y�X8R�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ��?｢�平成23年6月1日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ��?｢�平成23年6月1日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 �r竏廝��｢百一t(富) �r鑼r�育.⑧ 亦笋�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

※1異状が認められた場合のみ記入すること.　※2　いずれかを記載すること.　※3　環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型コ(平成　23年　7月度)

対象期間:平成23年7月1日～平成23年7月31日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のニィ､規十二条の七の五七イ】

種類 ��I|｢�%�犬��

輝え頃 �#"�#r③�竰�

汚泥 窒�竰�

廃油(タールピッチ煩に晩冬9)"_一_____一一一____A ��ｵ�������ﾈ���ｩ%R��

廃プラスチック琴_ ���##���R�

毎くず 窒�竰�

未くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

動植物性残さ 窒�竰�

動物系固由示要物 窒�竰�
ゴムくず 窒�竰�

金属くず 窒�竰�

ガラスくず､コンクリ二トくず及び陶磁器くず �sCR③�竰�

鹿さい 窒�竰�

がれき類 窒�竰�

動物のふん尿. 窒�竰�

動物の死体 窒�竰�

まいじん 窒�竰�

廃石綿等 窒�竰�

処分するために処理したもの(ー3号廃棄物) 窒�竰�

その他() 窒�竰�

その他() 窒�竰�

その他() 窒�竰�

!残余容量(年度末時点)[規十二条の七のニハリ､規十二条の七の五七リ】 

測定年月日平成23年3月31日 

測定結果4,ー5一,905m3 

ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

採取日

採取場所

検査時異が得られた日

検査項目

嘩査結果
異状の有無　___

必要な措置を講じた年

月日とその内容搾1

軍埋__年一旦_ EL

平成　年　月　日

有　･　無

平成　年　月　日

__有川二.__畢"..

平成　年_A_月_

平取_垂_男　声

作成日:平成　　年　　　月　　　日

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ] 

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ繦?｢�平成23年7月7日 兌ﾙ�ﾃ#4�xﾈ繦?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ%)D�#xﾈ��平成年27月 苓耳而��鉗��ｸ耳�G�{ｨ/�土U9?��

電気伝導率'X2 都モ�10.300 2.900 ��

面元面々示シ爾-J~r-r-Pー~ 鼎R�

水素イオン濃度 �� 途���

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

化学的酸素要求量 剴c��

浮遊物質量 剴�r�

窒素含有量※8 剪ﾒ�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七のニハロ､八､へト及びチ､規十二条の七の五七日､八､へ､ト及びチ]

擁壁等 ����X4r�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ��?｢�平成23年7月一日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ��?｢�平成23年7月1日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 �r閂��有t③ 冲ﾇH*ﾙ~ﾂ��有.⑧ �r駝2�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾霾��

※1異状が隠められた場合のみ記入すること｡ ･X2いずれかを記赦すること｡　※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四】

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型】(平成　23年8月度)

対象期間:平成23年8月1日～平成23年8月31日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七の二ィ､規十二条の七の五七イ】

種類 ��I|｢�%�犬��

燃え轡 �#b����B褪�����

汚泥 宙�ﾈﾈ竰�

廃油(タ｢!L,ピッチ嘩上こ圃冬○_) ��ｵ���ｵ���ｵ��ｸ�E����������ｸ+U���･��ﾅ��

廃プラスチック風_ �2紊澱③�竰�

紙くず 窒�竰�

不くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

動植物性硬さ 窒�竰�

動物系固形不要物 窒�竰�
ゴヰくず 窒�竰�

金属くず 窒���

ガラスくず､コンクリ-トくず畢ぴ陶喝_g_<ず__ 迭�#ｇB�竰�

鉱さい 峯��抱�ｹ�U�ﾕ�ﾅ��ﾅ&ﾅ��

がれき嘩 貞��ｵ��ｩ&｢��

動物の'S､ん犀 宙�ｨｨ�,h�｢�

動物の死嘩 窒�竰�

ばいじん 窒�竰�

廃石噂等 峯��ｸ�(�ｷ(�ｵ���ｨﾈ竰�

処分するために処理したもの(13号廃棄物) 窒�竰�

その他() 窒�r��

その他() 窒�竰�

その他() 窒�竰�

残余容量(年度末時点)[規十二条の七の二ハリ､規十二条の七の五セリ】

測定年月日
測定結果

平成　23年　3　月　31日

4.151.905　　　　　　　m3

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ1

採取日

搾取場町
検査緒琴が得られf=日

検挙項E]

時季結果
異状の有串
必要な措置を講じた年

月日とその内容※1

平嘩_年ー一旦_冒

平嘩　年_､旦_ー甲

一軍　二二亙__

__平成_早_尽　月_

月　日

育_ .㌔__　辱　__

平成　年　月　日

平成　年　月　日

作成日:平成　　年　　　月　　　日

2-し維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ]

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�[ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ���?｢�下流. 平成23年8月11日 ��

採取日 劔[ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ���?｢�

塵萱結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D纔ﾈ繦?｢�平成23年9月7日 兌ﾙ�ﾃ#9D纔ﾈ繦?｢�

電気窟直面貯~ 都���4.130 ��

塩化物イオン`.●2 鼎R�950 

水素イオン濃度 �� 途紕�

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

埋草堕塵星雲重量 剴���ｲ�
浮遊物質量 剴偵b�

窒素含有量※3 剴3b�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七の二ハロ､八､へ､ト及びチ､規十二条の七の五七日､八､へ､ト及びチ】

擁壁等 倆Y�X4r�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

点検日- 兌ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ��?｢�平成23年8月1日 兌ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ��?｢�平成23年8月1日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 �ｨ�(,J(衒v��育.⑧ �r�*ﾙ~ﾂ��有t⑧ �r駝2�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月_早 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD褸ﾈ襌?｢�

※1異状が絡められた場合のみ記入すること｡　※2　いずれかを記載すること｡　※3　環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四】

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型](平成　23年　9月度)

対象期間:平成23年9月1日～平成23年9月30日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のニィ､規十二条の七の五七イ】

種類 ��I|｢�%�犬��

燃え轡 ���繝仲B�竰�

汚泥 ����r�ﾈ竰�

廃油(タールピLyチ頬に限る○) 窒�竰�

廃プラスチック輯 ��經sb③�竰�

細くず 窒�竰�

木くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

野植物性琴さ 窒�竰�

動物系固形不要物 窒�竰�

草本くず 窒�竰�

金属くず 窒�竰�

ガラスくず､コンクリートくず及び陶磁器くず �"繝仲B�竰�

鹿さい 窒�竰�

がれき類 窒�竰�

動物のふん尿 窒�竰�

動物の死体 窒�竰�

ぱいじん 窒�竰�

廃石綿等 窒�竰�

処分するた-め-ii由画しt=もの(13号廃棄物) 苓,B�竰�

その他() 窒�竰�

その他() 窒�竰�

その他() 窒�竰�

残余容量(年度末時点)[規十二条の七のニハリ､規十二条の七の五セリ】

測定年月日
測定結果

_男卑2早年3_早__3_1｣L　_
4,151,905　　　　　　　m3

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取日 ����ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

採取場所 �� ��

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

検査項目 �� ��

検査結果 �� ��

異状の有無 �r駝2�育.無 ��

必要な措置を講じた年 月日とその内容※1 �� 

作成日:平成　　年　　月　　　日

2-し維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハ二及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D纔ﾈ�#�?｢�平成23年9月20日 兌ﾙ�ﾃ#9D纔ﾈ�#�?｢�

検査結果が得られた日 抱�ｸﾅ頽H*ｳID���ﾈ綺?｢�平成24年10月5日 兌ﾙ�ﾃ#ID���ﾈ綺?｢�

電気伝導率※2 塔睦�6.800 ��

塩化物イオン※2 鼎b�1.700 

水素イオン濃度 �� 途�2�

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

化学的酸素要求量 剴#��

浮遊物質量 剴�b�

窒素含有量※3 劔u"�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七のニハロ.八へ､ト及び干､規十二条の七の五セロ､八､へト及びチ】

擁壁等 ��ﾉ�X4r�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

旦墜声_____ �&ｩ�ﾉj�9D纖%Z9%R�平成23年9月1日 兌ﾘ敕#9D纔ﾈ褫�?｢�平成23年_9月___1日 兌ﾙ�ﾉD霾襄����

異状の有無 ��ｸﾘ(爾ﾗHtR�呑,(案) �=ｲ竕xｲ��育.⑧ 冲ﾊ9k2�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾襌���平成年月_日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾襌���

※1異状が認められた場合のみ記入すること｡　※2いずれかを記載すること｡　※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四】

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型】(平成　23年10月度)

対象期間:平成23年10月1日-平成23年10月31日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のニィ､規十二条の七の五七イ】

種煉 ��I|｢�%�犬��

燃え殻 �3ゅコ③�竰�

汚泥 窒�竰�

廃油(タールピッチ類に限るo) 窒�竰�

廃プラスチック類 ���3ｇB�竰�

紙くず 窒�竰�

木くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

動植物性残さ 窒�笏��

動物系固形不要物 窒�竰�

ゴムくず �*ﾒﾒ�竰�

傘属くず 窒�竰�

ガラスくず､コンクリートくず及び陶磁器くず �#B紊"���B�竰�

鉱さい 窒�竰�

がれき類 窒�竰�

動物のふん尿 啌�ﾈ竰�

動物0?死体 窒�竰�

ばいじん 窒�竰�

廃石綿等 窒�竰�

毎分するために処理したもの(13号廃棄物) 窒�竰�

その_埠(_∴._) 窒�竰�

その他(___) 窒�竰�

その他(-.) 窒�竰�

残余容量(年度末時点)[規十二条の七のニハリ､規十二条の七の五セリ】

測定年月日
測定結果

平成　23年　3　月　31日

4.151.905　　　　　　　~m3

水質検査の実施状況と措置(年1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

ヽ~_I �&陋ｩ�R�兩ｩzﾉ�R�

採取日 剳ｽ成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年■月~日 

採取場所 � �� 

検査結果が得られた日 剳ｽ成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 

綾壷項目 � �� 

検査結果 � �� 

異状の有無 刪�.無 冲ﾈ������ 

必要な措置を講じた年 月日とその内容※1 � ��

作成日:平成　　年　　月　　　日

維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D��ｳ�ﾈ�(自?｢�平成23年10月21日. 兌ﾙ�ﾃ#9D���ﾈ�#�?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D���ﾈ��ｳ�?｢�平成23年一一月10日 兌ﾙ�ﾃ#9D�?ｨﾈ���?｢�

電気伝導率※2 塔�2�5.230 ��

塩化物イオン'X2 鼎R�I.200 

水素イオン濃度 �� 途絣�

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

化学的酸素要求量 剪ﾓ�2�

浮遊物質量 剴"繧�

窒素含有量.X3 剴3B�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※ー �� 

施設の点検[規十二条の七のニハロ.八､へト及びチ､規十二条の七の五七札八へ､ト及びチ】

擁壁等 ��ﾉ�X4r�-調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D���ﾈ�9?｢�平成23年10月3日 兌ﾙ�ﾃ#9D薀��9?｢�平成23年10月3日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 �r閂��_育..㊨ �6ﾂ���育.⑧ 定屍駝2�

必要な措置 を講じた年 月日とその~. 内容※ー 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾈ�吋霾�?｢�

※1異状が認められた場合のみ記入すること｡　※2いずれかを記載すること｡　※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る.
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[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型コ(平成　23年1 1月度)

対象期間:平成23年11月1日-平成23年11月30日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七のニィ､規十二条の七の五七イ】

種類 ��I|｢�%�犬��

燃え殻 �#"縱"③�竰�

汚泥 窒�竰�

廃油(タ⊥ルピッチ矧こ限るo) 窒�竰�

廃プラスチック類 ��經仲B�竰�

紙くす 窒�竰�

木くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

勤植物性残さ 窒�竰�

動物系固形不要物 窒�竰�

ゴムくず 中��竰�

垂最くず 窒�竰�
ガラスくず､コンクリートくず及び陶磁器くず �(爾纉B③�竰�

鉱さい 窒�竰�

申子弛章類 白�ﾈ竰�

動物申,5､4'犀 窒�竰�

動物の死体 窒�竰�

ばいじん 窒�竰�

廃石綿等 �*糲ﾈ竰�

処分するために処理したもの(ー3号廃棄物) 窒�竰�

その他() 窒�竰�

その他() 窒�r��

その他() 窒�竰�

残余容量(年度末時点)【規十二条の七の二ハリ､規十二条の七の五セリ】

判定年月日.________

測定結果

平成　23年　3　月　31日

4.151,905　　　　　　　m8

水質検査の実施状況と措置(年1回)【規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

地下水 剳坥ｬ水 

採取日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD��ﾈ�?｢�

採取場所 �� ��

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成-年月日 兌ﾙ�ﾉD粨ﾈ�?｢�

検査項目 �� ��

検査結果 �� ��

真状の有無 �r駝2�育.無 ��

必要な措置を講じた年 月日とその内容※1 �� 

作成日:平成　　年　　　月　　　日

維持管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七の二ハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】 

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D�?ｨﾈ���?｢�平成23年日月18日 兌ﾙ�ﾃ#9D�?ｨﾈ��ｳ�?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D��ｳ(ﾈ纖?｢�平成23年12月9日 兌ﾙ�ﾃ#9D��(ﾈ纖?｢�

電気伝導率※2 都澱�4,050 ��

塩化物イオン幣2 鉄��940 

水素イオン濃度 �� 途�2�

生物化学的酸素要求量 剪ﾒ�

化学的酸素撃重量 劒Rﾖﾆﾂ�

浮遊物質量 剴����

窒素含有量※3 剴#b�

異状の有無 冲ﾉk2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[ 亢ｸ�?���,ﾈ�,ﾈ6ｨ6靠ｲ飩ｨ-b�6xｷ�-��y?�ｴｲ�偖ﾈ蓼��,ﾈ�,ﾈﾍﾈ�?ｪIJｪH-h6xｷ�-�6��｢�

擁壁等 倆Y�X4x磁��-調整池p ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�･防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D���ﾈ��?｢�平成23年日月.1日 兌ﾙ�ﾃ#9D���ﾈ��?｢�平成23年11月1日 兌ﾙ�ﾂ粳D霾�?｢�

異状の有無 ���tﾂ竕yR停�_育..(蚕) �r鑼r�育.く霊) ���r��ｨ���ｲ�

必要な措置 を講じた年 月日とその- 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾���?｢�平成年月.日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾈ�ﾉD霾�?｢�

※1異状が認められた場合のみ記入すること｡　※2いずれかを記載すること｡　※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る0
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[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四】

-ー｢-I

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[管理型】(平成　23年12月度)
対象期間:平成23年12月1日-平成23年12月31日

埋め立てた産業廃棄物種類及び数量[規十二条の七の二ィ､規十二条の七の五七イ】 

種類 ��I|｢�%�犬��

嘩冬頃 免ﾂ經R③�竰�

汚泥 着��ｩ%X+R�

廃油(タールピッチ鯖に限るo) 窒�竰�

廃プラ不チック琴 �"經�③�竰�

由くず 窒�r��

木くず 窒�竰�

繊維くず 窒�竰�

勤植物性残さ 窒�竰�

動物系固形不要物 窒�竰�

ゴムくず 窒�竰�

金属くず 窒�竰�

ガラスくず､コンクリートくず及び陶磁韓くず �#R�3r③�竰�

鹿さしi 窒�竰�

がれき類 窒�竰�

動物のふん尿 窒�竰�

動物の死体 窒�竰�

倭官紀ん 窒�竰�

廃石綿等 窒�竰�

毎分するために処理したもの(13号廃棄物) 窒�竰�

そめ他() 窒�竰�

盲緬(~RL~~一) 窒�竰�

その他(■) 窒�竰�

残余容量(年度末時点)[規十二条の七の=ハリ､規十二条の七の五セリ】

浪嘩年月日

測定結果

平成　23年　3　月　31日

4.151.905　　　　　　　m3

水質検査の実施状況と措置(年1Bl)[規十二条の七のニ/r=及びホ､規十二条の七の五七二及びホ]

採取日

採取場所

嘩査結果が得られた日
検査項目

検寧嘩畢____I_____ _

異状q)有無　_._　_

必要な措置を講じた年

月日とその内容※1

平成　年　尽"月

平成　年_月_

_I_牢γ二一　時__

_3_昼jL旦

平成　年　月　日

有　･　無

年　月　日

平成　年　月　日

::仁.I l:

作成日:平成　　年　　　月　　　日

維療管理記録簿(管理型)

水質検査の実施状況と措置(月1回)[規十二条の七のニハニ及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】 

地下水 剳坥ｬ水 

採取場所 ��9zﾂ�下流 ��

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D��(ﾈ�#�?｢�平成23年ー2月2一日 峯��ｨﾅ(掠%Yj�ﾛ��9�%Yj��峯�����

検査結果が得られた_EL 電気伝導率※2 面両面;ィLf-TJ耶~一一一一 兌ﾙ�ﾃ#ID��ﾈ綺?｢�平成24年1月5日 兌ﾙ�ﾃ#ID��ﾈ綺?｢�

795 �%���峯�� 

48 �3���

水素イオン濃度 �� 途胄�

生物化学的酸素要求量 劍������ﾘ���

化学的酸素要求量 劒S�R�

浮遊物質量 劍�ｳ"���

窒素含有量※3 剴S��

異状の有無 冲ﾈ��k2�有無 ��

必要な措置を講じた年月 日とその内容※1 �� 

施設の点検[規十二条の七の二ハ札八､へ､ト及びチ､規 劍�?���,ﾈ�,ﾈﾍﾈ�ﾏｲ飩ｨ-b�6xｷ�-�6��｢�

擁壁等 倆Y�X4rﾒ�調整池 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�'防凍措置 

点検日 兌ﾙ�ﾃ#9D��(ﾈ��?｢�平成23年ー2月1日 兌ﾙ�ﾃ#9D��(ﾈ闔ｩ?｢�平成23年1旦旦｣旦 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

異状の有無 冲ﾇ粐謁R��.i..@ �r�*ﾙ~ﾂ��~有~∴⑧ 冲ﾈ�9�ﾒ�

必要な措置 を講じた年 月日とその 内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾闔ｩ?｢�平成年月一日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

※1異状が認められた場合のみ記入すること｡ ※2いずれかを記載すること｡ ※3環境大臣が定める公共用水域に排出する場合に限る｡



轡敏鮒哀感勧韓脚と措置(年咽)[馴一二雛.=八二及びホ､規十二条の七の五七二及びホ】

放流水 

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ���?｢�

採取場所 豫yyﾘﾅ鞋X��Zｨ�｢��ｨ��X�yﾘ郢�ﾒ��

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D綛ﾈ�3�?｢�

検査項目及び検査結果く水質検査 剏級ﾊ) 

水質の区分 剳坥ｬ水 

基準値 (1lL;yLあたり) ��

1.アルキル水銀化合物 佶��+8.ｨ,�*(+�,b�不検出 

2.水銀及びアルキル水銀その他 の水銀化合物 �����Vﾖx決屬�0.0005未満 

3.カドミウム及びその化合物 ��ﾃ�ﾖx決屬�0.001 

4.鉛及びその化合物 ����ﾖx決屬�0.005未満 

5.有機燐化合物 ��ﾖx決屬�0.01未満 

6.六価クロム化合物 ��綏ﾖx決屬�0.005未満 

7.枇素及びその化合物 ����ﾖx決屬�0.005未満 

8,シアン化合物 ��ﾖx決屬�0.01未満 

9ポリ塩化ビフエ三ル �����6ﾖx決屬�0.0005未満 

10.トリクロロエチレン ���6ﾖx決屬�0.001未満 

ll.テトラクロロエチレン ����ﾖx決屬�OtOOt未満 

12.ジクロロメタン ���&ﾖx決屬�0.001未満 

13.四塩化炭素 ����&ﾖx決屬�0.0001未満 

14.1.2-ジクロロエタン ����Fﾖx決屬�0.0001*# 

15.1,卜ジクロロエチレン ���&ﾖx決屬�0.001未満 

16.シス-1.2-ジクロロエチレン ��紮ﾖx決屬�0.001*# 

17.1,1,1-トリクロロエタン �6ﾖx決屬�0.001未満 

18,1,1.2-トリクロロエタン ����fﾖx決屬�0.0001未満 

19.1,3-ジクロロプロペン ����&ﾖx決屬�0.0001未満 

異状の有無 冲ﾈ,Ik"�

必要な措置を講じた年月日とその内容※1 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�

検査項目及び検査結果(水質検査緒果) 

水質の区分 剳坥ｬ水 

基準値 (1lLp'Lあたり) ��

20.チウラム ����fﾖx決屬�0.0005未満 

21.シマジン ����6ﾖx決屬�0.0003*# 

22.チオベンカルブ ���&ﾖx決屬�0.002未満 

23.*レン23バンゼン ����ﾖx決屬�0.001未満 

24.セレン及びその化合物 ��闔ｦﾖx決屬�0.002 

25.ほう索及びその化合物 鉄�ﾖx決屬�1.4 

26ふっ素及びその化合物 ��Vﾖx決屬�0.1未満 

27.アンモニア､アンモニウ ム化合物.亜硝酸化合物及 び硝酸化合物 �#��ﾖx決屬�66 

28ノルマルヘキサン抽出物 質含有量(鉱油類) 天ﾖx決屬�0.5未満 

29.fF(動植物油脂 類) �3�ﾖx決屬�0.5未満 

30.フェノール類含有量 天ﾖx決屬�0.01未満 

31.銅含有量 �6ﾖx決屬�0.02 

32.亜鉛含有量 �&ﾖx決屬�0.17 

33,溶解性鉄含有量 ���ﾖx決屬�0.09 

34.溶解性マンガン含有量 ���ﾖx決屬�0.43 

35.クロム含有量 �&ﾖx決屬�0.005未満 

36.大腸菌群数 ��6ﾓ8,�,(*ｲ�?ｨｭC3���ﾌ(決屬�1100 

37.燐含有量 ��b�?ｨｭCｖﾖx決屬�0.06 

3臥ダイオキシン類 ����rﾕDU�決屬�0.31 



【法第十五条のこの三.法第十五条のこの四】

5_地下永における永覚検査の実施状況と捨置く年1回)浸+二条の七の二八=及び轟.患十二条の七の五七二及び胡

地下永 

採取日 兌ﾙ�ﾃ#9D緝ﾈ繪?｢�平成23年6月8日 

採取場所 豫yyﾘﾅ鞋X��Zｨ�ｨ*ﾘ�9<���管理型最終処分場(下読) 

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ紵?｢�平成23年7月4日 

検査項目及び故査結果(水豊壌査結果) 

水質の区分 剪n下水 

基準値 (ー官.rJLあたり) ��

1.7ルキル水銀 �8ｨ�+8.ｨ,�*(+�,b�不栓出 儻98ｨ��

2.;捻永銀 剖����Vﾖx決屬�0.8085未満 ��繝�ズj)i��

3.カドミウム ����示ﾖy_ｨ屬�a.OD1未満 ������j)i��

4.鉛 ����示ﾖx決屬x爾�軌OE)5未満 �����Yj)i��

5.六価クE3ム ����Vﾖx決屬�0.005未満 澱���Yj)i��

6.号比嘉 �����ﾖx決屬�0.帖5未満 ��繝�Yj)i��

7.全シアン 佶�ﾘ皦+8.ｨ,�*(+�,b�不検出 儻8ﾉ���

8.ポリ塩1ヒビフェニル �8ｨ�+8.ｨ,�*(+�,b�不抜出 儻8ﾉ���

9.トリクロロエチレン ����6ﾖx決屬�0.801未満 ������j)i��

1軌テトラクロロエチレン �����ﾖx決屬�0二801未満 倩����j)i��

ll_ジク日日メタン 亢�''&ﾆx決屬�0_081未満 ������j)i��

12.田塩他炭素 澱���&ﾖx決屬�0.008ー未満 ��ｳ����j"�

13_12-ジタロE3エタン- 售�繝�Fﾖx決屬�0.0001未満 �������ｹj)i��

14_り-ジク日日エチレン ���&ﾖx決屬�0.001未満 亢����j)i��

15_シス12-ジクロロエチレン ����Fﾖx決屬�0.001未満 ������j(ｪ�<R�

16.り,1-トリクロロエタン ��ﾖx決屬�0.00ー未満 �����j)i��

17_一,1.2-トリクロロエタン ��繝�h耳ｨX決屬�0_8801未満 亢����j#YV��

18_1,3-ジタロロプロペン ��繝�&ﾖx決屬�0.8081未満 �������j)i��

19⊥チウラム ��繝�fﾖx決屬�0_0005未満 ������Yj)i��

28.シマジン �����6ﾖx決屬�0.0803未満 ��繝ャ9j)i��

2一.チオベンカルブ ����&ﾖx決屬�0_882未満 ��蔬#)j)i��

22.ベンゼン �����ﾖx決屬�o_081未満 ������j)i��

23.セレン �����ﾖx決屬�0_OD1未満 ����j#YV��

24_ダイオキシン類 宥�#tU�決屬�軌0032 ����唐�

異状の有無 �� 

必要な措置を講じた年月日とその内容X-ー 兌ﾙ�ﾉD霾�?｢�平成.年月日 

･X･1異状が認められた場合のみ記入すること｡



[法第十五条の二の三､法第十五条のこの四】

6.水質検査の実施状況と措置(年1回) 【親十二条の七の二七ホ及びへ､親十二条の七の五大ホ及びへ】

及び水質検査結果[安定型】(別紙)[法第十五条のこの三､法第十五条のこの四】

r地下水 劔�ｩ:y�R�

採取場所 丼�4�8ｨ�ｸ99W�&�>�� 俐X��Zｨ�ｩ>��

採取年月日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ�#�?｢�l 平成年月日 兌ﾙ�ﾃ#9D繆ﾈ�#�?｢�

検査結果が得られた日 兌ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ��Y?｢�平成年月日 兌ﾙ�ﾃ#9D繹ﾈ��Y?｢�

-検査項目及び検査結果′ 

l 水質の区分‡地下水 劔浸透水 

I基準値 ～(1貰,vJLあたり) � 

1.アルキル水銀 鳴�ﾉ��+8.ｨ,�*(+�,b�"�検出せずくく0.0005) ��検出せず(く0.0005) 

2.総水銀 ������Vﾖx決屬�く0.0005 ��く0.0005 

3ーカドミウム �����ﾖx決屬�く0.00ー ��くoー001 

4.鉛 �����ﾖx決屬�-く0.002 ��く0.005 

5.六価クロム ����Vﾖx決屬�くoー005 ��く0.005 

6.批素 �������ﾖx決屬�くoー002 ��0.003 

7.全シアン 佶��+8.ｨ,�*(+�,b�ﾂ�検出せず(く0.1) ��検出せず(く0.1) 

8.ポリ塩化ビフェニル 佶��+8.ｨ,�*(+�,b�検出せず(く0.0005) ��検出せずくくo_0005) 

9.トリクロロエチレン ���ｳ�6ﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

10.テトラクロロエチレン ���ｳ��ﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

ll.ジクロロメタン ����&ﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

12.四塩化炭素 �����&ﾖx決屬�<0.0002 ��くo_0002 

13.1,2-ジクロロエタン �����Fﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

14.一,トジクロロエチレン ����&ﾖx決屬�く0.0002 ��くoー0002 

15.シス-1.2-ジクロロエチレン ����Fﾖx決屬����く0.0002 ��く0.0002 

16.日,トトリクロロエタン �ｦﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

17.1,1,2ヰリクロロエタン 鳴�����fﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

18.1,3-ジク口口プロペン 友���&ﾖx決屬�く0.0002 ��く0.0002 

19.チウラム �����fﾖx決屬�く0.0006 ��く0.0006 

I 20.シマジン10.003mg以下 r 凾ｭ0.0003 ��く0.0003 

2一.チオベンカルブ ����&ﾖx決屬�く0.001 ��く0.001 

22ベンゼン �����ﾖx決屬�くoー0002 ��く0-0002 

く0,002 鳴�23.セレン 又���ﾖx決屬��ｲ�綿*ﾓ����"�

異状の有無 �� ��

I 】 � ��

i 

必要な措置を講じたi 

年月日とその内容※2 ��ｲ�



埋立処分場の維持管理に関する計画書

株式会社久和建創

確認表番号及び内容 刪ﾛ持管理計画の内容 

1 �8ﾉ4r騷ﾈ�f育��廃棄物が埋立地の外部に飛散､洗出しないよう転圧縮固め､50cm以上覆土を行う○ 

2 �ｸ�f育��覆土等により悪臭は轟生しないと思われるが万一悪臭の発生があらた場合は消 
臭剤等を散布する○ 

3 �鞏�f育��覆土等により火災の発生を防止できると思われるが､万一のためバックホーに消 火器を備え初期消火に努められるよう配慮するとともに⊥定の土砂を消火用として 
堆積しておくo 

4 ���h･�(�9��覆土等により衛生害虫等の発生はないと思われるが､状況を確認把握したうえで 
殺虫剤等の散布を行うムー 

5 �ﾘ*"�埋立地にみだりに人が立ち入ることが出来ないように門扉､囲いを設けるo 
なお門扉､囲いが破損した場合は補修､復旧を行うo■､ 

6 凛x脾�埋立地の入口の見やすい箇所に埋立地の情報を記載した立札等を設置する○ なお立札が汚損し､又は破損した場合は補修､復旧を行うo 
また､表示事項に変更があった場合は速やかに書換えを行う○ 

7 况兔x,ﾉ5��9��廃棄物の外部-の流出を防ぐために擁壁等を設ける○. 
擁壁等は地上部分について損壊のおそれがないかまた沈下等がないか点検する○ 
点検等の頻度は擁壁等の状況を勘案して適宜行う○また､地震､台風､大雨等の 
異常事態の直後には臨時点検を行い損壊､又はそのおそれがある箇所は修復を i-. 
YTつo 

8 傀��Xﾔ�,ﾉ5��9��埋立地の保有水等の外部への浸出を防ぐために庶水工を設ける○ 現在､庶水工は廃棄物に覆われているため点検の際は浸出液送水管の状況を確 
認し行う○ 

9 �&陋ｩ�Y9佶���埋立地からの浸出液による地下水の影響の有無を確認するため地下水等検査を 行う○地下水等の水質悪化が認られた場合には､その原因を調査するとともに必要 
な措置を読ずる○ 

10 ��ｨ�幽�yﾙ�ﾙOR�浸出液の処理を適宜に管理するために､余水処理施設を設ける占 余水処理施設は､損壊､機能不良がないか点検し､それらが判明した場合は補修､ 
改良を行う○また､放充水の水質検査の結果､排水基準等を超えていれば直ちに 
放流を中止し､その原因を調査するとともに必要な措置を講じる○ 

ll 丶ｨｹB�当該設備はない○ 

12 價ﾙ�h4ｸ5��発生ガスに対応するため適宜ガス抜き管を設置する○ 
悪臭等が発生したら消臭剤等の簡布を行う. 

13 丶ｨﾏｹYH,ﾉ¥(ﾛﾒ�埋立処分が終了した際は､埋立地の開口部からの廃棄物の飛散､流出を防止 
するため埋立地の開口部を土砂で覆い転圧縮固めを行うo 

14 亢ﾉ��埋立地に埋め立てられた廃棄物の種類､数量､及び最終処分場の維持管理に 
あたり行った点検､検査その他措置の記録を作成する○ 

15 俐X��Zｨ�ｨ,ﾉ¥(ﾛﾒ�埋立処分が終了した際は､埋立地の開口部の閉鎖を行った後､廃棄物の飛散､ 
流出及び浸出液による水質汚染がないことを確認した後､最終処分場を閉鎖するo 


